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恒 心

★
あ
る
日
、
京
都
駅
で
東
京
か
ら
仕
事
で
帰
っ
て

き
た
知
人
と
バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
た
。
知
人
は
開
口

一
番
「
大
阪
も
今
や
、
地
方
都
市
で
す
ね
。
仕
事

の
上
で
は
、
京
都
な
ん
か
、
全
然
駄
目
で
す
わ
。

と
こ
ろ
で
、
下
鴨
神
社
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
一

体
何
で
す
か
」
と
ま
く
し
立
て
た
。
★
下
鴨
神
社
が
南
側
の
駐

車
場
を
、
50
年
の
定
期
借
地
権
付
き
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
に

貸
す
こ
と
に
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、
道
1
つ
隔
て
て
、
世
界

遺
産
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
だ
れ
が
見
て
も
下
鴨
神
社
の
境
内

で
あ
り
、「
糺
ノ
森
」
の
一
角
で
あ
る
。
★
さ
ら
に
知
人
は
続
け

て
、「
二
条
城
の
東
側
の
国
際
ホ
テ
ル
を
、
阪
急
系
の
阪
急
不
動

産
が
買
収
、
そ
こ
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
よ
う
で
す
わ
。

こ
れ
も
世
界
遺
産
の
す
ぐ
東
側
で
っ
せ
。
京
都
市
は
何
を
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。
金
儲
け
の
た
め
な
ら
、
何
を
し
て
も
い
い

の
で
す
か
。
阪
急
の
創
立
者
・
小
林
一
三
が
泣
い
て
い
ま
す
よ
」

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
知
人
の
言
う
通
り
で
あ
る
。
★
京
都
は
、

他
の
大
都
市
に
比
べ
、
経
済
力
に
お
い
て
劣
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
京
都
に
は
悠
久
の
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
上
、
歴
史
、
伝
統

に
育
ま
れ
た
美
し
い
景
観
は
他
の
都
市
の
追
随
を
許
さ
な
い
。

素
晴
ら
し
い
景
観
を
求
め
て
、
今
、
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
京
都
を
訪
れ
て
い
る
。
★
下
鴨
神
社
、
二
条
城
は
京
都
、
い

や
日
本
が
誇
る
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
。
先
に
、
御
所
の
隣
接
で

あ
る
梨
木
神
社
の
境
内
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
、
今
建
設

中
で
あ
る
。
2
つ
の
神
社
は
経
済
問
題
、
国
際
ホ
テ
ル
は
高
さ

制
限
で
今
の
規
模
の
ホ
テ
ル
は
建
設
で
き
な
い
。
採
算
の
合
う

土
地
の
利
用
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
し
か
な
い
。
★
か
っ
て
京

都
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
た
際
、
景
観
破
壊
と
言
っ
て
、
猛
烈
に

反
対
し
た
仏
教
界
は
全
く
音
な
し
で
あ
る
。
市
民
か
ら
も
反
対

の
声
が
聞
こ
え
て
来
な
い
。
少
し
大
き
な
空
き
地
が
あ
れ
ば
、

最
近
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
で
あ
る
。
京
都
市
に
打
つ
手

が
な
い
の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
京
都
の
魅
力
が
段
々
と
失
わ

れ
て
ゆ
く
。

4
月
3
日
告
示
、
12
日
投
票
の
第
1
次
統
一
地
方
選
挙
ま
で
、

あ
と
2
週
間
と
迫
っ
た
が
、
世
間
は
静
か
で
、
選
挙
が
近
々
実
施

さ
れ
る
雰
囲
気
な
ど
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
高
齢
化
が
進
展
、
選
挙
に
関
わ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
も
あ
る
。
昨
年
末
に
総
選
挙
が
あ
り
、
有
権
者
が
選
挙

に
疲
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
、
そ
の
上
、
景
気
も
今
ひ
と
つ

で
、
選
挙
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
人
も
多
い
。
さ
ら
に
、
国
会

で
の
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
、
国
民
が
、
政
治
に
嫌
気
が
さ

し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
る
8
日
、
自
民
党
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
自
民
党
結
党
60
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
る
。
大
会
で
安
倍
首
相
は
統
一
地
方
選
挙
で
の
勝
利
の
為
に
、

自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
戦
う
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
政
治
と
カ

ネ
、
景
気
回
復
、
安
保
法
制
問
題
で
自
民
党
も
決
し
て
安
泰
で
は

な
い
。
京
都
府
会
、
市
会
で
第
1
党
の
座
を
堅
持
す
る
に
は
、
相

当
、
激
し
い
運
動
を
繰
り
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自民党大会で挨拶する安倍総裁

評
価
を
受
け
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

安倍首相統一選で先頭に立つ、
自民京都府・市会で第1党を堅持か

安倍首相統一選で先頭に立つ、
自民京都府・市会で第1党を堅持か
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総
務
副
大
臣
の
公
務
の
一
コ
マ

車座トークで司会進行する
二ノ湯副大臣
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二
ノ
湯
総
務
副
大
臣
長
野
県
南
箕
輪
村
へ

消
防
団
員
と
車
座
ト
ー
ク

古
く
て
新
し
い
政
治
と
カ
ネ
の
問
題

2月16日総務省

3月2日全国都市会館

2月24日文京シビックホール

3月4日東京国際フォーラム

2月25日参議院本会議場

3月10日ニッショーホール

第31次地方制度調査会第2回総会

カンボジア王国ソー・ケーン
副首相兼内務大臣による表敬

第19回ふるさとイベント大賞

都道府県選挙管理委員会連合会
平成26年度総会

第67回日本消防協会定例表彰式

参議院本会議で各副大臣と：
右から北村環境副大臣、
二之湯総務副大臣、
山本厚労副大臣、
世耕内閣官房副長官、
平内閣府副大臣、
北川国交副大臣

西
川
農
水
大
臣
の
政
治
献
金
を
き
っ
か
け
に
、

政
治
資
金
の
あ
り
方
が
、
今
国
会
の
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
国
か
ら
補
助
金
を
貰
っ
て

い
る
企
業
か
ら
の
献
金
が
、
交
付
か
ら
1
年
間
、

禁
止
さ
れ
て
い
る
と
は
、
正
直
多
く
の
国
会
議

員
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
政
治
資
金
規
正
法

は
、
議
員
立
法
で
あ
り
、
知
ら
な
か
っ
た
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
点
も
あ
る
。
今
後
、
政
治
資
金

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
。
野
党
が
主

張
す
る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
企
業
、
団
体
献
金
を

中
止
す
る
こ
と
は
、
議
員
の
政
治
生
命
に
関
わ

る
事
で
あ
り
、
す
ぐ
に
は
実
現
出
来
な
い
。
将

来
的
に
は
、
癒
着
を
指
摘
さ
れ
る
企
業
、
団
体

献
金
か
ら
、
個
人
献
金
に
切
り
替
え
る
方
向
が

望
ま
し
い
。
残
念
な
が
ら
、
個
人
が
政
治
家
に

献
金
す
る
文
化
は
、日
本
に
は
育
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
利
害
に
左
右
さ
れ
な
い
政
治
を
実
現

す
る
に
は
、
手
間
が
か
か
り
、
苦
労
も
多
い
が
、

政
治
家
は
出
来
る
だ
け
、
個
人
献
金
中
心
の
浄

財
を
集
め
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

政
府
は
、
大
臣
、
副
大
臣
ら
が
各
地
の
住
民

と
意
見
交
換
し
、
政
策
に
生
か
す
目
的
で
、「
車

座
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
る
。
2

月
22
日
、
二
ノ
湯
副
大
臣
は
長
野
県
南
箕
輪
村

を
訪
問
、「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
消
防
団

員
と
意
見
交
換
し
た
。
南
箕
輪
村
の
人
口
は
約

1
万
5
千
人
。
村
に
は
信
州
大
学
農
学
部
が
あ

る
。
副
大
臣
は
大
学
で
、
副
学
長
を
表
敬
訪
問

し
て
、
地
域
振
興
の
た
め
に
、
大
学
と
地
元
自

治
体
が
ど
う
連
携
、
協
力
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
、
消
防
団
員
と
の
ト
ー
ク

会
場
に
移
っ
た
。
南
箕
輪
村
に
は
、
現
在
消
防

団
員
が
221
名
所
属
し
、
そ
の
内
、
29
名
が
女
性

団
員
で
あ
る
。
こ
の
日
、
12
名（
内
5
名
の
女
性
）

の
団
員
、
2
名
の
配
偶
者
、
1
名
の
消
防
団
事

業
所
の
参
加
者
と
意
見
を
交
わ
し
た
。
二
ノ
湯

副
大
臣
が
司
会
進
行
、
各
自
か
ら
消
防
団
に
対

す
る
思
い
を
語
っ
て
貰
っ
た
。
最
近
は
、
全
国
的

に
女
性
団
員
の
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
女
性
が
活
動
す
る
上
で
の
、
問
題
点
も

色
々
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
日
も
、
女
性
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
に
は
、

・
女
性
専
用
の
ト
イ
レ
を
作
っ
て
欲
し
い
。

・
屯
所（
詰
所
）で
の
喫
煙
を
止
め
て
欲
し
い

等
が
出
さ
れ
た
。

多
く
の
団
員
は
、
消
防
団
に
入
っ
て
、「
多
く

の
知
り
合
い
が
出
来
た
」、「
村
を
守
っ
て
い
る
と

い
う
使
命
感
が
あ
る
」
と
団
活
動
を
前
向
き
に

捉
え
て
お
り
、
消
防
団
が
村
の
中
心
と
な
っ
て
、

住
民
の
信
頼
を
得
て
、
活
躍
し
て
い
る
の
を
感
じ

た
。
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自民党公認京都府会・市会議員候補者一覧表

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

攻
撃
の
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長

国
会
は
今
、
予
算
委
員
会
の
最
中
で
あ
る
。

野
党
は
、
国
民
が
注
目
す
る
話
題
で
、
政
府
を

攻
撃
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
籾
井
会
長
は
格
好
の
対

象
で
あ
る
。
会
長
が
、
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
た
の

が
、
昨
年
1
月
、
就
任
記
者
会
見
で
の
発
言
で

あ
っ
た
。
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
尋
ね
ら
れ
、「
従

軍
慰
安
婦
の
補
償
は
、
日
韓
基
本
条
約
で
解
決

済
み
。
慰
安
婦
は
戦
争
し
て
い
た
国
に
は
あ
っ

た
」
と
答
え
た
。
竹
島
、
尖
閣
問
題
で
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
国
際
放
送
に
つ
い
て
、「
国
際
放
送
で
、
政
府

の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
く
。
政
府
が
右
と
い
う

の
を
左
と
言
う
訳
に
い
か
な
い
」
と
話
し
た
。
そ

れ
ら
一
連
の
発
言
で
、
公
共
放
送
の
役
割
が
分
っ

て
な
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
強
く
批
判
さ
れ
た
。
野
党
は
就
任
直
後
か

ら
、
厳
し
く
籾
井
会
長
を
追
及
、
何
と
か
し
て

辞
任
に
追
い
込
も
う
と
し
て
い
る
が
、
籾
井
会

長
も
な
か
な
か
し
ぶ
と
い
。
当
初
は
、
緊
張
し
て

い
た
が
、
今
や
、
堂
々
と
し
た
態
度
で
あ
る
。
野

党
は
そ
れ
が
気
に
い
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
会
長
は
全
体
の
責
任
者
で
あ
る
が
、
多
く
の

仕
事
を
各
部
署
に
任
せ
て
い
る
。
人
事
も
好
き

勝
手
に
出
来
な
い
。
ま
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
内

容
に
、
干
渉
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
籾
井

会
長
に
強
力
な
編
集
権
が
あ
る
な
ら
ば
、
京
都

の
各
自
治
体
が
要
望
し
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
「
明

智
光
秀
」
な
ど
、
既
に
実
現
し
て
い
る
筈
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、色
々
と
話
題
の
多
い
人
で
あ
る
。

第1次統一地方選挙は、4月3日告示、12日に投開票される。自民党公認候
補は表の通りである。
自民党公認京都府会議員

選挙区 候補者名 住　　　所 電話番号
京都市北　区 岸本ゆういち 京都市北区上賀茂朝露ケ原町 30-19　タマヤビル 1F 075-722-8611
京都市上京区 林 田 ひ ろ し 京都市上京区東堀川通下立売上る四町目 198-1 075-431-5700
京都市左京区 石 田 宗 久 京都市左京区修学院大林町 1-1 壱番館白川 1F 075-702-2601
京都市中京区 植田よしひろ 京都市中京区御池通油小路西南角　三洋御池ビル 3f 075-256-1052
京都市東山区 あらまき隆三 京都市東山区本町 1丁目 60 075-541-8078
京都市山科区 す が や 寛 志 京都市山科区西野小柳町 75 075-595-8411
京都市下京区 小 巻 み つ じ 京都市下京区西洞院六条上る 075-351-5168
京都市南　区 秋 田 公 司 京都市南区西九条東比永城町 65 075-644-5566
京都市右京区 二ノ湯しんじ 京都市右京区太秦多薮町 44-1 075-862-1355
京都市右京区 長 谷 川 慎 一 京都市右京区西京極西川町 18 075-315-1301
京都市西京区 こんどう永太郎 京都市京都市西京区桂千代原町 62-14 075-392-0667
京都市伏見区 まえなみ健史 京都市伏見区深草西浦町 8丁目 113　ニシジンビル 075-641-6888
京都市伏見区 わたなべ邦子 伏見区醍醐和泉町 47　内海ビル 2F 075-573-0080
福 知 山 市 井上しげのり 福知山市厚中町 156 0773-22-8828
舞 鶴 市 池田まさよし 舞鶴市上安 84-1 0773-78-2433
綾 部 市 四 方 源 太 郎 綾部市相生町 22 0773-43-2363
宇治市・久世郡 村田まさはる 宇治市宇治妙楽 182-9 0774-21-0135
宇治市・久世郡 藤 山 ゆ き こ 宇治市小倉町久保 111-1 辻岩ビル新舘 1F2F 0774-23-9844
亀 岡 市 田 中 ひ で お 亀岡市追分町馬場通 19-2 0771-23-9994
宮津市与謝郡 本 田 太 郎 宮津市鶴賀 2061-16 0772-20-1685
城 陽 市 そのさき弘道 城陽市寺田中大小 102-2 0774-54-5254
八 幡 市 中 川 き よ し 八幡市八幡三本橋 35-7 075-981-7333
向 日 市 い そ の 勝 向日市鶏冠井町楓畑 10 075-925-2612
長岡京市乙訓郡 のせまさひろ 長岡京市天神 1－ 9－ 13 075-953-1005
京田辺市綴喜郡 お が た 賢 京田辺市田辺中央 3丁目 3-9 シークビル 0774-63-7119
京 丹 後 市 た つ み 昭 京丹後市峰山町新町 170-1 0772-62-3150
南丹市・船井郡 片 山 誠 治 南丹市園部町本町 33 0771-63-6396
木津川市・相楽郡 う も と 和 久 木津川市木津南後背 164 0774-73-1700

自民党公認京都市会議員
選挙区 候補者名 住　　　所 電話番号
北　区 小 林 正 明 京都市北区紫竹下本町 33-2 494-2626
北　区 山 本 恵 一 京都市北区西賀茂水垣町 84 ヴィジョン 2　1F北側 491-8400
上京区 中 村 三 之 助 京都市上京区新町通今出川西入元新在家町 181 431-1199
上京区 寺田かずひろ 京都市上京区智恵光院出水上る天秤町 182-1 411-8662
左京区 さくらい泰広 京都市左京区高野玉岡町 47-9　CASA-TAKANO1F 702-2015
左京区 まきのともひこ 京都市左京区浄土寺東田町 18 751-8651
左京区 大 西 ケ ン ジ 京都市左京区岩倉北池田町 5-1 郵便局 2F 708-2000
中京区 津 田 大 三 京都市中京区壬生朱雀町 25-7 801-4881
中京区 か と う 昌 洋 京都市中京区四条通御前西入北側 813-1520
東山区 平 山 た か お 東山区今熊野宝蔵町 6-8 551-3212
山科区 富 き く お 京都市山科区椥辻封シ川町 26-2 582-0800
山科区 𠮷 井 あ き ら 京都市山科区上野御所ノ内町 5 595-3252
下京区 下 村 あ き ら 京都市下京区五条通東洞院東入万寿寺町 121

南　区 椋 田 隆 知 京都市南区唐橋羅城門町 55

南　区 しまもと京司 京都市南区吉祥院井ノ口町 29-1 662-1515
右京区 井 上 与 一 郎 京都市右京区嵯峨大覚寺門前八軒町17-7　嵯峨八軒ビル101 864-5555
右京区 田中たかのり 京都市右京区西京極西池田町 41 312-0123
右京区 森 田 守 京都市右京区西院坤町 107 313-0023
西京区 田中あきひで 京都市西京区上桂東ノ口町 109 393-7421
西京区 西村よしなお 京都市西京区大枝中山町 7-189 335-2655
伏見区 し げ 隆 夫 伏見区深草祓川町 24-7 643-2700
伏見区 はしむら芳和 京都市伏見区醍醐御霊ヶ下町 11 571-8811
伏見区 中 川 か ず お 京都市伏見区下鳥羽上三栖町 147 601-1122
伏見区 みちはた弘之 京都市伏見区今町 676 603-4030
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一
、
中
学
校
一
年
生
を
、
年
上
の
少
年
3
人
が

が
、
殴
る
、
蹴
る
、
ナ
イ
フ
で
刺
し
て
殺
害
す

る
と
は
、
許
し
が
た
い
犯
罪
で
あ
る
。
こ
ん
な

不
良
少
年
を
野
放
し
に
し
て
い
い
の
か
。
一
体
、

ど
ん
な
親
に
育
て
ら
れ
た
の
か
。
幼
児
に
お
け

る
親
子
関
係
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
、
夫
婦
別
姓
の
是
非
の
判
断
を
最
高
裁
が
下

す
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し
、
夫
婦
別
姓
を
認
め

る
判
決
に
な
れ
ば
、
家
庭
の
在
り
方
も
随
分
と
、

変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
夫
婦
別
姓
の
家
庭
で

生
れ
た
子
の
姓
は
、
兄
妹
で
も
違
う
こ
と
が
あ

る
。
や
や
こ
し
い
こ
と
に
な
る
。

一
、
渋
谷
区
役
所
が
、
同
性
婚
を
認
め
る
証
明

書
を
発
行
す
る
条
例
案
を
提
出
す
る
。
憲
法

24
条
は
婚
姻
は
両
性
の
合
意
に
基
づ
い
て
成
立

す
る
と
な
っ
て
い
る
。
両
性
と
同
性
は
違
う
。

憲
法
も
同
性
の
婚
姻
を
想
定
し
て
い
な
い
と
思

う
。
区
長
は
何
故
、そ
こ
ま
で
踏
み
込
む
の
か
。

一
、
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
か
、
否
か
を
問
う
住
民
投
票
が
、
埼
玉
県
所

沢
市
で
行
わ
れ
た
。
設
置
す
べ
き
が
多
数
を
占

め
た
が
、
あ
く
ま
で
参
考
で
、
拘
束
力
を
持
た

な
い
。
住
民
に
媚
び
へ
つ
ら
う
首
長
が
多
い
中
、

設
置
に
首
を
縦
に
振
ら
な
い
市
長
も
偉
い
。

一
、
妻
子
あ
る
国
会
議
員
、
夫
を
亡
く
し
た
女

性
国
会
議
員
の
「
路
上
キ
ス
」
騒
動
が
、
永
田

町
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
国
会
議
員
と
い
え
ど
も
、

恋
愛
は
あ
く
ま
で
自
由
で
あ
る
が
、
格
好
の
マ

ス
コ
ミ
の
話
題
と
な
っ
た
。
農
水
政
務
官
に
抜

擢
し
た
安
倍
首
相
も
頭
が
痛
い
。

一
、
原
発
事
故
で
放
射
能
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
残
土
の
処
理
は
、
福
島
の
今
後
の
復
興
に

と
っ
て
、
最
優
先
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
っ
た
。
住
民
を
説
得
し
、
嫌
が
る

汚
染
残
土
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
双
葉
町
、

大
熊
町
の
両
町
長
の
決
断
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

4
月
26
日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
の
京
田
辺

市
長
選
挙
は
、
出
馬
の
噂
が
あ
っ
た
有
力
府
議

が
、
断
念
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
無
風
選
挙
と
思

わ
れ
て
い
た
。
3
選
出
馬
を
目
指
す
現
職
で
あ

る
石
井
陣
営
は
、
府
議
の
断
念
で
、
選
挙
準
備

も
あ
ま
り
せ
ず
、
油
断
し
て
い
た
。
そ
こ
に
突

如
、
断
念
し
た
と
言
っ
て
い
た
上
村
崇
府
議

が
、
出
馬
宣
言
を
し
、
し
か
も
共
産
党
も
候
補

者
を
擁
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
無
風
か
ら
一

転
、
激
し
い
戦
い
が
予
想
さ
れ
る
選
挙
と
な
っ

て
き
た
。
寝
た
ふ
り
を
し
て
、
相
手
を
油
断
さ

せ
て
お
い
て
、
寝
首
を
か
く
こ
と
は
、
戦
い
の

ひ
と
つ
の
戦
法
で
も
あ
る
。
石
井
陣
営
は
、
間

近
に
迫
っ
た
市
長
選
挙
を
前
に
、
陣
営
の
引
き

締
め
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
府
会
か
ら
地
元

自
治
体
首
長
へ
の
転
出
は
、
一
昨
年
の
宇
治

市
、
今
年
1
月
に
長
岡
京
市
で
も
あ
つ
た
が
、

今
回
の
京
田
辺
市
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
、
野

党
で
あ
る
民
主
党
の
府
議
か
ら
首
長
を
目
指
す

傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
京
田
辺
市
長

選
挙
は
、
自
民
、
民
主
、
共
産
系
候
補
者
の
三

つ
巴
の
戦
い
と
な
る
公
算
が
高
い
。

自
民
党
府
連
第
3
次
公
認
・
推
薦
決
定

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の
発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援
いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご
賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

京
田
辺
市
長
選
挙
、

民
主
府
議
が
出
馬
を
表
明
　
　

無
風
か
ら
一
転
激
戦
に

「えとす」購読のお願い

口座名：新政経懇話会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

写真左側から、西銘総務副大臣・荒井奈良県知事・三村青森県
知事・広瀬大分県知事・高市総務大臣・飯泉徳島県知事・石井
富山県知事・二ノ湯総務副大臣・大石事務次官

京
都
府
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

向
日
市

磯
野
　
勝
50

新

認公

久
御
山
町
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

久
御
山
町

中
井
孝
紀
48

現

薦推

久
御
山
町

田
口
浩
嗣
47

現

薦推

久
御
山
町

中
　
大
介
40

現

薦推

京
田
辺
市
長
選
挙

選
挙
区

候
補
者
氏
名

年
齢

区
分

京
田
辺
市

石
井
明
三
67

現

薦推

2月13日、地方事情ご説明及び午餐会を終えて、
参加者一同、皇居「東車寄」で記念写真を撮った。

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第54回 3月30日㈪ 18時30分～21時

第55回 4月27日㈪ 18時30分～21時
第56回 5月25日㈪ 18時30分～21時

第57回 6月22日㈪ 18時30分～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

講師：岡本幸治 塾長

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei
日本真生塾　塾長　岡本幸治

3月例会で『凸型西洋文化の死角』を総括します。4月からは、若くして
日本的社会主義の理論を構築、急進的変革思想と具体策の提示により
昭和の日本政治に大きな衝撃を与えた『北一輝』の実体に迫ります。


